





















（ 1 ） たとえば、オリゲネス『諸言理について』（以下、PA と略す）IV, 2,4（Görgemanns-Karpp312,4-313,4）．
（ 2 ） Oscar Cullmann, Das Gebet im Neuen Testament: zugleich Versuch einer vom Neuen teatament aus zu 
erteilenden Antwort auf heutige Fragen, Tübingen: Mohr Siebeck, 19972, SS.69-71.　ただし、物質的解釈に
抵抗を示す者ら（E. ローマイア､ R.E. ブラインら）には来るべき代における将来のパンとして理解す
る傾向のあることも指摘されている。Ibid., n.122.
（ 3 ） 有賀鐵太郎『オリゲネス研究』、長崎書店　1981 年、72-74 頁。

































（ 5 ） たとえば、以下の研究が挙げられる。Peter Dyckhoff, Das Kosmische Gebet Einübung nach Origenes, 
München: Kösel-Verlag, 1994; Alan G.Paddle, The Logos as the Food of Life in the Alexandrian Tradition, in: 
L.Perrove ed., Origeniana Octava I, Leuvain: Peeters, 2003, pp.195-200; J.José Alviar, KLESIS  The Theology 
of the Christian Vocation according to Origen, Great Britain: Four Courts Press,1993; Virginia L.Noel, Nourish-
ment In Origen’s On Prayer,in: Robert J.Daly ed., Origeniana Quinta, Leuvain: Peeters, 1992, pp.481-487.
（ 6 ） Cf.『祈りについて』（以下、PE と略す）8,1 (GCS3,316,24-27); PE13,4 (GCS3,328,4-7); PE17,1 (GCS3,338, 
24-27).
（ 7 ） Cf. PE6,4 (GCS3,314,10-15).
































（ 9 ） 有賀鐵太郎、前掲書、56 頁。
（10） W.Gessel, op.cit., SS.178-180.
（11） PE14,1 (GCS3,330,6-15):“Τούτων δὲ ἡμῖν ἑρμηνευθέντων εἰς τὰς διὰ τῶν προσευχῶν γεγενημένας τοῖς ἁγίοις 
εὐεργεσίας, κατανοήσωμεν τὸ „αἰτεῖτε τὰ μεγάλα, καὶ τὰ μικρὰ ὑμῖν προστεθήσεται• καὶ αἰτεῖτε τὰ ἐπουράνια, καὶ 
τὰ ἐπίγεια ὑμῖν προστεθήσεται.” πάντα γε τὰ συμβολικὰ καὶ τυπικὰ συγκρίσει τῶν ἀληθινῶν καὶ νοητῶν „μικρά” 
ἐστι καὶ „ἐπίγεια”• καὶ εἰκὸς ὅτι ὁ θεῖος ἡμᾶς λόγος προκαλούμενος ἐπὶ τὸ μιμεῖσθαι τὰς τῶν ἁγίων εὐχὰς, ἵν' 
αἰτῶμεν αὐτὰς κατὰ τὸ ἀληθὲς ὧν ἐκεῖνοι ἐπετέλουν τυπικῶν, φησὶ „τὰ ἐπουράνια” καὶ „μεγάλα,” δεδηλωμένα διὰ 




































































ンではなく天上のパンに言及されている、ということである。Cf. ComRom IX, 34.
（16） Cf. PE27,1 (GCS3,363,25-364,2); PE27,9 (GCS3,369,1-2).




































Virginia L. Noel, op.cit., pp.481-487. また、ペイドゥルは、オリゲネスにとってロゴスという食物の究
極の賜物の代表が神化であるとし、この霊的食物に参与することによって人間はいっそう霊的にな































（21） PE27,4 (GCS3,365,13): “ἀθλητικὴν τελειοτέροις ἁρμόζουσαν τροφήν”.
（22） PE27,4 (GCS3,365,23-28). ヨハネ 6,53-57、参照。
（23） Cf. ComJn XIII, 35,226-228. ヨハネ 4,34、参照。
（24） Cf. ComJn XIII, 37,245-6. 
（25） 実際には、エジプトのパピルスにこの語が使用されているが、すでに破損している。有賀鐵太郎、前
掲書、113-114 頁、参照。Cf. O.Cullman, op.cit., S.106.
（26）有賀はこの語をウーシアから抽出するのは無理だと判断している。有賀は、語源から考えるとエピ





































（28） PE27,9 (GCS3,369,18-22): “ἐπιούσιος τοίνυν ἄρτος ὁ τῇ φύσει τῇ λογικῇ καταλληλότατος καὶ τῇ οὐσίᾳ αὐτῇ 
συγγενὴς, ὑγείαν ἅμα καὶ εὐεξίαν καὶ ἰσχὺν περιποιῶν τῇ ψυχῇ καὶ τῆς ἰδίας ἀθανασίας (ἀθάνατος γὰρ ὁ λόγος τοῦ 
θεοῦ) μεταδιδοὺς τῷ ἐσθίοντι αὐτοῦ.”
（29） オリゲネスは、真の人を養うパンとして、魂にはロゴス、精神には神の知恵（精神を捉えるもの）、
本性（を有する者）には真理と理解している。Cf. PE27,2 (GCS3,364,23-25).























（31） クルマンは、聖書学の立場においては、ἐπιούσιος を動詞 “ἔπειμι”（＝「従う」）に基づき、「明日のため
の」と訳されることが適切であると考えており、この論述に至る “ἐπιούσιος” という形容詞を巡るオリ
ゲネスの考察の意味が、結局のところ不確かであることを指摘している。O.Cullman, op.cit., SS.72-71.
　有賀は、オリゲネスが ἐπιούσιος が ἐπιέναι から派生したという解釈を、結局は採択していないと判
断している。（有賀鐵太郎、前掲書、113 頁、注 82-83）。
（32） PE27,13 (GCS3,371,27-372,2): “ἐχόντων καὶ τοσαύτης διαφορᾶς βρωμάτων οὔσης, εἷς παρὰ πάντας τοὺς 
εἰρημένους ἐστὶν ὁ ἐπιούσιος  ἄρτος, περὶ οὗ εὔχεσθαι δεῖ, ἵνα ἐκείνου ἀξιωθῶμεν καὶ τρεφόμενοι τῷ „ἐν ἀρχῇ” „πρὸς 
θεὸν” θεῷ λόγῳ θεοποιηθῶμεν. ”
（33） ディックホフは、オリゲネスの理解について、「今日」という言葉が今のみを表現しているのではな
く、同時により長い期間を示しており、そこにすべての時間の長さつまり救いの時代の長さを含んで
いることを指摘する。Peter Dyckhoff, Das Kosmische Gebet Einübung nach Origenes, München: Kösel-





ネスの考えも指摘している。J.José Alviar, KLESIS  The Theology of the Christian Vocation according to 



































（37）PE23,5 (GCS3,353,10-11): “οἱονεὶ ἀφιστάντι τὴν οὐσίαν τοῦ θεοῦ ἀπὸ πάντων τῶν γεννητῶν”.
（38） Cf.PE25,1 (GCS3,357,8-12). 
（39） Cf.PE25,2 (GCS3,358,8-12). 































（41） Cf.PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp186,23-24); PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp187,13-15). 
（42） Cf.PA II,11,4 (Görgemanns-Karpp187,18-24).












（44） PA II,10,4 (Görgemanns-Karpp177,1-178,14). 拙論、前掲書、参照。Cf. Riemer Roukema, "Souls", in: John 
Anthony McGuckin ed., The Westminster Handbook to Origen, Louisville/London: Westminster John Knox 
Press, 2004, pp.201l-202r.
